










にの みF昌-や" し周ゅう 平氏名・(本籍) 一
学位の種類 法 ー弓注2与. 博 士
学位記番号 第 9 5 7 9 可Eコ
学位授与の日付 平成 3 年 3 月 11 日














第一部第一章「重婚的内縁に関する判例法理の展開」では，大審院1911年 1 月 26日判決から東京地裁




























































このような事情を背景として，大審院連合部大正 4 年 1 月 26 日のいわゆる婚姻予約有効判決以降70年余
りにわたり内縁保護法理が発展してきた。そして通説は，問題となる当該男女関係の実質がどこまで法
律上の婚姻に類似するかを問題とし，婚姻に近いとみられるものに婚姻同様の効果を与えようとしたの
であり，従来の理論はこのような視点に立つものであった。しかしながら この 10年ばかりはさまざま
な理由から婚姻届を提出しない夫婦が増加し他方，欧米諸国でも事実婚を法律婚と同視しようとする
傾向が明瞭になってきた。
このような現状をふまえて，本論文は従来の内縁保護法理では婚姻外男女関係の多様化に的確に
対応し，また法律婚に規制されない男女の，さらには向性者の，自由な生き方を保障できないのではな
いかとの疑問を出発点として新しい理論の確立を図ったのである。かくして，本論文は，内縁の中でも
法律婚と事実婚とが競合するいわゆる重婚的内縁について従来の裁判例・学説・社会保険裁決例等を丹
念に分析した上で，具体的問題として扶養をめぐる法律婚と事実婚の交錯をとりあげ，結論として，法
律婚か事実婚かという二者択一的な思考では真に保護の必要な者に保護を与えることができないとし，
一部学説の説く私的保護の無条件性という理論を応用して必要に応じて法律婚事実婚双方に権利を配
分するという考え方を提唱した。
本論文では，現代社会は多様な男女や同性者の共同生活関係を生ぜしめているが当事者らは誠実に安
定した生活の遂行に努力しているとされ，このような人々の自由な生き方を肯定しこれを保護すべきで
あるとの主張がその基礎となっている。そして，これらのことを明らかにするために自ら面接調査を試
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みまた珍しい資料を駆使して，現代社会の異性あるいは向性問の共同生活の実態や意識を詳細に分析し
ており，この点は他に類をみない研究であるO
本論文は，鋭い現代感覚と強い人権意識のもと卓抜な理論構成を示すものであり，従来の学説を大き
く揺るがせるとともに，今後の事実婚・内縁研究にとって避けて通ることのできない業績と評価するこ
とができる。
よって，法学博士の学位を授与するのに十分値するものと判定する。
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